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編集後記

　2007年10月に大阪大学と大阪外国語大学の両大学が統合したことで、旧大阪外

国語大学のメンバーは大きな変革の波にのまれることとなった。統合当時ドイツ語

教室に在籍していた8名の専任教員は学内5つの部局へ所属することとなり、その

影響を受けて1965年より連綿と続いてきた教室紀要Sprache und Kulturも休刊のや

むなきに至ったのである。統合から15年を迎える2022年、あらためてこの伝統を復

活させることをドイツ語教室は決断し、諸規定も整備、査読体制も充実させた。当

初は新輯neue Folgeとして紀要を復活させることも検討したが、50年を超える歴史

を引き継ぎ、これまでの伝統に立脚するという気概を込めて、今号を「第41号」と

することとした。今後はSprache und Kulturを、我が国の地域研究をリードするよう

な雑誌へと発展させることが当面の目標となる。

　なお、この新しい船出にあたり、松本工房の松本久木氏には親身に相談に乗って

いただき、非常にお世話になったことを記しておきたい。心より御礼申し上げる次

第である。
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